




要約:Sotos 症候群は比較的頻度の高い過成長を伴う奇形症候群の代表的疾患であり、全

分担研究班員所属施設での予備調査でも 60 例を数える。今年度は Sotos 症候群のトータ

ルケアに有用な日本人での基礎となる成因、臨床症状、就学状況などの情報を収集整理す

るためのアンケート用紙作成を目的とした。そのため、琉球大学附属病院小児科で経過を

みている 10 例で予備調査を行ない、調査項目を決定した。予備調査の結果では、父親の

高年令、巨大児、新生児黄疸、生後数年の過成長とその後の発育停止、精神遅滞、巨頭、

長頭、前頭突出、大きな耳介、歯の早期萌出、大きな手足などが頻度が高く、その他心奇

形、腎奇形、中枢神経奇形などを予想以上にもつ可能性が推測された。これらの結果と従

来報告されている頻度の低い症状、一般的項目、代謝内分泌学的検査、訓練経過や就学状

況などを加えてアンケート用紙を作成した。


